プログラミング機能 


除石灰 


クリーニング 



メインスイッチを OFF 2つのボタンを同時に押した状態でメインスイッチを 

にします。 ON にしてください。 



この機能を設定するとコーヒー 
抽出中に次回分の豆を挽くこと 
ができます。時間短縮に効果的 
です。 


この機能はこのボタンを 
押すと設定できます。 


事前蒸らし 
機能 




設定 


非設定 


この機能を設定すると抽出前に 
2〜3秒時間がかかりますが、抽 
出前にコーヒーを蒸らし、より深 
みのある味を引き出します。 


この機能はこのボタンを 
押すと設定できます。 



スイッチを入れて適温になると少 
量の水が抽出口から流れ出ます。 
これで最初のコーヒーを新鮮な 
お湯で入れる準備が整います。 


この機能はこのボタンを 
押すと設定できます。 


水質硬度 



硬度4(高硬水） 
?$522硬度 3( 中 硬水） 
硬度2(低硬水） 
硬度 i ( 軟水） 


付属の水質硬度測定紙を水タンボタンを押して設定します。測定紙の表示に従って硬度を 
クの水に1秒程度浸してください。 設定してください。 


表示メッセージ 


占 0 0 0 〇 0 

•、、、抓 1?由 _ « 


点灯； 0 /"， ►新鮮な水を補充してください, 


除石灰： 

「 P 余石灰」の項を参照してください。 


点滅 



‘マシンの空気を抜く： 

『「空気抜き」の項を参照してください。 


占妒 〇 〇 0 0 〇 ^ 

パ" 脚 ^ 

熱すぎる： 

ノブを開けて、右の表示になるまで 
熱湯を流します。 


〇 〇〇〇 〇 
5 盍會 A 贫 


点灯 

点滅 

点灯 

点滅 


〇 0 

〇 



〇 〇 

〇 

〇 抓 

a 


〇 0 

0 

1 


^豆を補充してください。 

^コーヒーカス容器のカスを捨ててください。 

► ブルーイングユニット、ドリップトレイ、カス容器を 
正しく入れ直してください。フロントドアを閉めてください 
^グラインダーが動かない。ブルーイングユニットの 
『モーターが動かない。 

- 販売店までご連絡ください。 


A 總 COOOC 

>除石灰ボタンが点灯した時、もしくは半年〜1年に一度行ってください 。 HUH 

※除石灰を行う時は、電源が接続され、メインスイッチが入っていることを確認してください。 
作業中は加熱機能は作動しません。 

※除石灰作業には、無毒•無害の市販の除石灰剤（クエン酸）を使用してください。 

(サエコ純正の「デカルリキッド」をお奨めします。販売店にお問い合わせください。） 

※酢の使用厳禁 

※除石灰剤の注意書をよくお読みください。 

※作業中にスイッチが切られた場合、再びスイッチを入れると除石灰作業が続けられます。 
※作業中は断続的にお湯が出たり止まったりします。 

1 スチーム•給湯ノズルの下に大きな容器を置いてください。 

2 水タンクに水を入れ、除石灰剤を溶かします。 

(分量は除石灰剤の説明書に従ってください。） 


除石灰ボタンを5棚押し続けます。 

ノブを開けてください。お湯の抽出と停止を繰り返します。 
容器がいっぱいになったら停止中に捨ててください。 


点滅 

※作業が終了すると全てのボタンが点滅します。〇 〇〇〇 〇 
ノブを閉じます。 


6 水タンクをよく洗浄してから、水をいれてください。 

7 ノブを開け、タンク内の水を全て流し出します。 

8 ノブを閉じます。 




仕様 


型名 

SUP 021 

定格電圧 

AC 100 V 50/60 HZ 

定格消費電力 

1,250 w 

ポンプ圧 

約15気圧 

外寸 （ LXWXH ) 

265 X 400 X 355 mm 

重量（正味） 

10 kg 

コードの長さ 

1 .2 m 

容量 

水タンク約 2.0 L 

S 容器1 80 g 


@ Saeco 

お取扱いに関するお問い合わせは… 

日本サエコ株式会社 技術•流通センター 
〒226_0022 神奈川県横浜市緑区青砥町 385 
TE じ 050-5525-7025 

日本サエコ株式会社 本社 

1=141-0032 東京都品川区大崎 1-6-4 
大崎ニューシティ 4 号館 3 F 
TE じ 03-5436 -8860 

www.saeco.co.jp 


各部の洗浄 

: A 


注意! 


※マシンのクリーニングは、電源コードを 
抜いてから行ってください。 

※研磨材の入った洗剤は、 

使用しないでください。 

※食器洗浄機は使用しなし、でください。 

※マシンの部品はオーブンや 
電子レンジなどで 
乾かさないでください。 

※水タンクを洗う際に、逆さにして 
大きく振らないでください。 

中にある水量検知ウキが 
飛んでしまうことが'あります。 





スイッチを切って電源コードを 
抜いてください。 


フロントドアを開けてください。 


ドリップトレイをはずして排水 
を捨て洗ってください。 


カス容器をはずしてカスを捨 
て洗ってください。 


水タンクを外します。 


スチーム ■給湯ノズルは 
づ、さな部品でできています。 
紛失なさらないようにご 
注意ください。 


水タンクを水洗いしてください。 スチーム•給湯ノズルの外筒 スチーム•給湯ノズルの上部ネジ スチーム•給湯ノズルは5つの部品に 

^ (パナレロ）を引き抜いてください。 を回してゆるめ、本体から外します。 なります。全てを水洗いしてください。 


ブルーイング 

ユニット 

A 

注意！ Z - S-A 



※必ず水で洗ってください。 

※洗剤やお湯は使用しないでください。 


push レバーを右に押し、ブ 
ルーイングユニットを礙 J 外し 
ます。 


流水で全体を軽く洗ってくだ 
さい。（洗剤を使わず、またこ 
すり洗いも避けてください） 


フイルター部は付属ブラシを 
使って、コーヒーカスをよく落 
としてください。 


よく乾かしたユニットをマシンに 
取り付けてください。 


全ての部品をセツトしなおして 
ドアを閉めてください。 


困ったとき、ご確認ください 


症状 

原因 

対応策 

マシンの電源が入らない 

マシンのコンセントは繫が 
っていますか？ 

コンセントを確認して、電源を〇 N にしてください。 

コーヒーがぬるい 

カップが冷えていませんか？ 

カップを事前に熱湯などで温めてください。 

給湯もしくはスチームが 
抽出できない 

スチー厶•給湯ノズルが詰 
まっていませんか？ 

細い針やピンのようなもので掃除をしてください。 

注意!： この作業をする時は必ず、マシンの電源を OFF にし、 
ノブを閉じてから行なってください。最後にカスを取り除く 
ためにスチー厶ノズルにお湯を通してください。 

コーヒーの量が減った/ 
お湯やスチー厶が外に 
漏れる/マシンの準備に 
時間がかかる 

マシン内部にスケール（石 
灰質）が溜まっている可能 
があります。 

除石灰作業を行なってください。もし、長期間行なってい 
なかった場合、連続して2回行なうことをお勧めします。 

ブルーイングユニットの 
取り外しができない 

マシンが本来のスタンバイ 
状態ではありません 

カス容器やドリップトレイを入れ直し、フロントドアを閉めて 
マシンの電源を入れ直してください。ブルーイングユニット 
がリセットされて通常に戻ります。 


マシンが 

動かない 

コーヒー豆は入っていますか？ 

コーヒー豆を補充して、コーヒーボタンを押してください。 

水は入っていますか？ 

水タンクに水を補充してください。 


カス容器がいっぱいではありませ 
んか？ 

カス容器のカスを捨ててください。カスを捨てる際は、電源が入つ 
たまま扉を開け、カス容器とドリップトレイを外し、約5秒後カスラン 
プが消えたのを確認してから、カスを捨てて、セットし直してください。 


ブルーイングユニットは正しく装 
着できていますか？ 

ドリップトレイとカス容器とブルーイングユニットを一度外してくだ 
さしヽ。ブルーイングユニットがカチッと音がするまで入れ直し、カス 
容器を元に戻してフロントドアを閉めてください。 

コー匕一の 
抽出が早い 

グラインド（豆す免き）が粗すぎま 
せんか？ 

豆の挽き粗さを細かくしてください。例）目盛 10— 8へ 
調節は必ずグラインダー作動中に行ない、1回の調節は2目盛ま 
でにしてください。3〜4杯の抽出後、味を確認してください。 


1杯分のコーヒー豆量が少なす 
ぎませんか？ 

ツマミを「+」の方向へ回してください。 

コー匕一の 
抽出が遅い 

グラインド（豆挽き）が細かすぎ 
ませんか？ 

豆の挽き粗さを粗くしてください。例）目盛 8- M 0 へ 

調節は必ずグラインダー作動中に行ない、1回の調節は2目盛ま 

でにしてください。3〜4杯の抽出後、味を確認してください。 


1杯分のコーヒー豆量が多すぎませんか？ 

ツマミを「一」の方向へ回してください。 


ブルーイングのフイルターの目が 
詰まっていませんか？ 

フィルターを洗浄してください。 


8 



Incanto 


インカント•マニュアル 

この度は、サエコインカントをお買い上げいただき、誠にありがとうございました。 
ご使用の前に、本書をよくお読みの上、大切に保管してください。機械の損傷や 
ケガを未然に防ぎ、お飲物を欲しいときにいつでも気持ちよく頂けるように、本説 
明書の指示に必ず従ってください。必要な時にいつでも誰でもすぐ見られるよう、 
わかりやすい場所に保管しておいてください。本製品は安全及び機能の厳しい 
検査を受け、完璧な状態で出荷されています。 


ご使用前に付属の安全説明書を最後までよくご覧ください。 

















































































































































































































ご使用前の準備 


設定 





容器にコーヒー豆を入れます。 水タンクに新鮮な水を入れます。 電源プラグを差し込んで 

ください。 



メインスイッチを入れます。 スチーム•給湯ノズルの スチーム•給湯ノブを開き、ノ 

(本体背面） 下に容器を置きます。 ズルからお湯が安定して抽 

出されるまで流し続けます。 



« ( g)Saeco • 

! 点滅： 準備中 

占 灯 

点灯 ：準備完了 

〇 〇 〇 〇 0 

(使用できます） 

1 器 金 血 A 民 

1 

L Q 〇 〇 J 

| 6 ©V A 1 




次のような場合にも 
空気抜きが必要です。 


•マシンを数日間使用しなかった場合 
•水タンクがカラになった場合 
•その他エラーランプが点灯した場合 


注意! 


A 


※豆挽き粗さ設定は必ずグラインダーの作動中に行ってください。 

※出荷時には、標準の中間値に設定してありますが、実際の挽き粗さはコーヒー豆の種類、 
焙煎度、またマシンの個体差により変わります。 

ご自身でお好みの挽き粗さに設定してください。 


豆粗挽さき 


コーヒーの 味を 
強くしたければ 

より細かい挽きに 


コーヒーの 味を 
弱くしたければ 

より粗挽きに 



細か挽き粗挽き+ 


コーヒーの 味を 
濃くしたければ 

r+j の方へ 

豆量設定 

コーヒーの 味を 

薄くしたければ 


「一」の方へ 



A 


注意！ •*•*•*• •• 

豆挽き粗さダイヤルの目盛が小さすぎたり大きすぎたりすると、 
フィルターの目詰まりなどの故障を招きます。 

目盛「6」〜「12」でのご使用をおすすめします。 


コ_ヒ_ 
抽出量 



お好みのコーヒー抽出量に 
合わせて調節してください。 


※之 つの コーヒー ボタンに登録できます。 

抽出量をカップの大きさに設定する場合、カップを抽出口 
の下に置き、コーヒーボタンを選び、お好みの量に達するま 
で押し続けます。 

抽出量が記憶され、次からワンタッチで同じ量が抽出されます。 




粉コーヒー投入 □ 


フロントドア - 

(内側にブル-イングユニット） 

コーヒー抽出口 (可動）- 

コーヒーカス容器- 

(出し入れにはフロントドアを開ける) 

ド、リップトレイ 
水位表示 一 



カッププレート 

水タンク 

スチーム•給湯ノブ 
コント ロール パネル 
メインスイッチ（背面） 


スチーム•給湯ノズル 
(パナレロ装着） 



挽粗さ設定ダイヤル 
豆量設定ダイヤル 




ブルーイングユニット 
コーヒーカス容器 


A 


ブルーイング 
ユニット用 T ネジ 



コーヒー用 
メジャースプーン 





クリーニング用 
ブラシ 



水質硬度測定紙 

粉 コーヒー ボタン 
スモール コーヒー ボタン 
ラージコ ーヒー ボタン 
スチームボタン 
除石灰ボタン 


マシンエラーランプ 
豆補充/カス捨てランプ 
水補充/空気抜きランプ 


ブルー イング 

ユニットの 

脱着 


'縣 

I まずミドリップトレイとカス 
容器を取り外します。 

ブルーイングユニットの「 PUSH 」 レバー 
を右に押しながら、マシンから取り外し 


取り外し方 


睛 


取り付け方 


「 PUSH 」 レノ《一を右に 
押し、写真の状態になっていることを 
確認します。そのままレバーを押さずに 
マシンに取り付けてください。 


操作方法 



コーヒーを 

1杯 

抽出する 


@Saeco 

点灯 

0 〇〇0 〇 

霣由* &鉍 

〇 〇 〇 

6 m & 




@saeco • 


粉コ 


ヒー 


エスプレッソレキユラ 


エス 


抽出する 


または 


• 一. ■邐 

靡 - 8^ 


マシンの準備が出来てコーヒー抽出口の下に 
いるか確認してくださやあらかじめ温めておいた 
カップを置いてください。 


カップの高さにあわコーヒーボタンを押してください。抽出が終わったら、 
せてコーヒー抽出口 2度続けて押すと、連続抽出されます。カップを取り出します。 
を調節してください。抽出を止めたい時は、もう一度コー 
ヒーボタンを押してください。 


コーヒー抽出口の下に 
あらかじめ温めておいた 
カップを置いてください。 


粉コーヒーボタンを押し 
てください。 


粉 コーヒーを 入れます。 
最大スプーン1杯（イン 
スタント コーヒー 厳禁）ま 
でです。 


お好みのコーヒーホタン 
を押してください。 


抽出が終わったらカップ 
を取り出します。 



カップに冷たいミルクを 
1/3程度に入れます。 


スチームボタンを押します。コー 
ヒーボタンが消灯し、スチームボ 
タンが点滅します。ボタンが点灯 
したら、スチーム準備完了です。 


容器を抽出口の下に置 
きます。ノブを開いてスチ 
ーム•給湯ノズル内の水 
滴を出し切ります。 


スチームだけが噴出され 
るようになったらノブを閉 
め、容器を外します。 


冷たいミルクが入った力 
ップを手で持ち、スチーム • 
給湯ノズルの先端をミル 
クに浅く差し込みます。 


ノブを開いてスチームを 
噴出させます。 


カップをゆっくりと回した 
り上下させたりじて均一に 
ミルクを泡立てます。 


ミルクを泡立てたらノブ 
を閉めます。 


スチームノズルをふきん 
で拭いてください。 


ミルクを泡立てたカップ 
にコーヒーを抽出し、カプ 
チーノの完成です。 



マシンの状態を確認して 
ください。 



スチームボタンを押して 
ください。コーヒーボタン 
が消え、スチームボタン 
が点滅します。 


※ミルクの泡立てを行 
った時は、必ず左記 
を行ってください。 
ミルクの成分が内 
部で固まり詰まって 
しまうことが'あります。 


スチームボタンが点灯し 
たら準備完了です。 


容器を抽出口の下に置 
きます。ノブを開いてスチ 
一厶•給湯ノズル内の水 
滴を出し切ります。 


スチームだけが噴出され 
るようになったらノブを閉 
め、容器を外します。 


スチーム•給湯ノズルの下に 
温めたい液体を入れた容器 
を手で持ち、ノズルの先端を 
やや深めに差し込みます。 


ノブを開いてスチームを 
噴出させます。 


容器をゆっくり回すように 
して温めます。（ノズルの 
差込みが浅いと泡立って 
しまいます） 


十分に温まったらノブを 
閉めてください。 


スチームノズルをふきん 
で拭いてください。 



スチームボタンが点灯してし、る状態では、 
コーヒー やお湯の抽出はできません。 
必ずスチームの解除を行ってください。 
スチームボタンを押すだけでも解除で 
きますが、時間がかかります。 
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スチーム•給湯ノスルをふきん 
で拭き、ノブを開いて一瞬スチー 
ムを出して、ノズル内部のミルク 
成分を吹き飛ばしてください。 


マシンの状態を確認してく 
ださい。 


スチームボタンを押してくだ 
さい。コーヒーボタンとスチ 
ームボタンが点滅します。 


スチーム•給湯ノズルの下 
に容器を置いてください。 


ノブを開いて、お湯を出して 
ください。 


スチーム ボタンが消え、 コー コーヒー やお湯の抽出がで 

ヒー ボタンのランプが点灯 きます。 

に変わったらノブを閉めて、 

容器を取り出してください。 



カップを置きにくい時は スチーム•給湯ノズルの ノブを開いてください。 お湯が抽出されます。 お好みの量になったら、 カップを取り出します。 

ノズルを左右に動かして 下にカップを置いてくだ ノブを閉めてください。 

ください。 さい。 


※粉コーヒーをご利用の際は、インスタントコーヒーは使用せず、 

必ず粉コーヒーボタンを先に押してください。 

A 注意！ 

お湯とスチームはヤケドの原因となります。 

スチーム•給湯ノズルはドリップトレイの方向へ向けてください。 

































































































































































































